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　近年、製品サイクルの短期化に伴い、構成部品の仕様
変更が頻繁に行われるようになってきました。受注先であ
る部品加工企業では、これまで以上に早期の見積もり回
答や生産の立ち上げが求められています。
　しかし溶接加工などの部品製造現場では、製造条件を
決定するために、試し加工を何度も行う必要があることか
ら、時間短縮や費用削減が課題となっています。そこで
実際の加工を行わずに、溶接位置や治具形状などの様々
な条件を迅速に試すことができるシミュレーション技術が
期待されています。
　工業試験場では、溶接中の部材温度や溶接後の変形量
を予測する溶接シミュレーションを用いた技術支援に取り

組んでいます。本技術により様々な溶接条件を試すこと
で、最適条件の決定や不具合の原因究明に役立てること
ができます。
　株式会社島田鉄工（小松市）と協力して、溶接シミュレー
ションと実際の溶接品の形状を比較した結果を図に示しま
す。形状の予測結果が実物の測定結果とほぼ同じであり、
変形挙動を予測できることが確認できました。現在は溶
接シミュレーションを用いて、変形が少ない溶接手順の
導出に取り組んでいます。
　このように工業試験場では、溶接シミュレーションの活
用支援を行っていますので、お気軽にご相談下さい。


